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図l ディジタル化レオナード装置の制御ユニット

レーガン人統石r互♂〕哨J尊する米国産業の1ヰ活性化計画のなかで,生産件の

【｢り卜,品質の確保,省エネルキ)｢化などを伝統的な産業･プラント分野で

実現Lよう とする現ご状をぢ▲える･と,手乾か同は,二う した面では一歩り一ド

Lている･と言えよう(｡

鉄鋼業関係では,発展遥_L｢可の蚤1‾二葉化が進み,我が国に対しても一部

の製品を輸出し始めると,二れに対I芯して【司l勺壬扶鋼メーカーは,鋼f反の表面

処理を中心とLた裂.盲7-の高度化を推進L,二れに伴い制御技術の高度化がい

一-1そうの進展を′J七Lた.〕すなわち,タンデムコ【ルドミルの仝ディ ジタル制

御システムか世界に光風たけて完成L,プロセシングライン用のコンヒュータ

を含む一別御システムも続々と1こb丈Lた.ニ 更に､テ由庄圧下装置のマイクロコ

ンヒュ一夕制御やL駐釘†め′ンきラインの高速化に什う振垂那方IL策も実現Lたく)

化学プラント関係ではバイオテクノロゾー分野の世界的関ノL､が高まりつ

つあるなかで,徴乍物の車種件l‾rり_Lと省ブJ化を図ったマイクロコン ヒェ【

夕制御の根‾素話化日動i七義システムを開発Lたしつ また生活必需-‡もであるプ

ラスチックから残留モノマを除去し,環J竜問題の未然防止を【』るため,′大

形脱モノマ装置を1こ成Lた._つ 一方,ブラスチックフイルムの.1占閂改良手1;立
とLて,信越化学丁.業株∫〔会社とのj帥打開発に成功した連続プラズマ処王里

装1首も世界に例を見ないユニークなものである｡

電機,r別御部門でも,システムの多様化と高度化がたいDみなく進展して

いるr)そのシステムグ)解析,構築にとって,ソフトウェアの生産什1‾Fl‾j_Lは

不吋欠ク)条件であり,その要占古にこたえて利子卸システム計伸i川会話形ソフ

トウェアを開発した｡各工場の省エネルギー対策はオイルショック後の速

効件のあるものから,しだいにシステムと Lての省エネルキー連用を回る

ノブrrりにrrりかいつつあり,工場のエネルギ【供給源としてユ【ティ りティの

経捕的連用制御システムをパッケージ化した"SAVEMAX''がi上目を集め

ている｡またフアンやポンプなどの省エネルギー運転を目的とLたイ ンバ

ータや脱商流.機を[司るイ ンバータか,カスタム化した制御システムとあい

まってシリー-ズ化をみており,二将来二れらの技術的ポテンシャルは,可変

速電動機制御分野の姿を一変するであろう と予測される｡生産･加工関連

では､昭和56年から本棟的市場展開を示し始めたロボットか,プロセスロ

ボットの溶接機への適用をはじめ,多種多様なこ一ズにフレキシブルに対

応できることとなった｡また,将来の加工技術に大きな進展をもたらす大

容量CO2レーザについても2～5kW系列のレーザ装置を完成Lている(｡

機械部門では,産油国のコニ業化に沿って,ポリエチレンプラント用超高

圧庄縮機や,LPG冷i東鞘大形圧縮機など記録的大容量機が完成した｡省エ

ネルギー絹の可変速ターボ冷i束機の開発や,吸収式冷i束機をと【トポンプ

として使用する高i且出力吸収式ヒートポンプの開発もユニークなもので
ある｡

王物i充fナ理化而では,システム化が推進されるなかで規模の拡大や惟能の

向上か追求され,通†言･コンピュータを含む大規模･高効率の中華人民共

和凶宝Ll_J製5沃所糸内め鉄鉱石中継粘積卸設備や′ト形･高性能自動倉嘩システ

ムがこう した傾向を端的にホしている｡また,製鉄所での熱鋼塊省エネル

ギー運搬を図った自動運搬システムは,観点を変えた省エネルギⅥ対策と

しても注目されるところである｡
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鉄会同用全ディジタノレイヒレオナー

ドシステムの完成

鉄鋼用和子允電動機の利子卸装置は,従

来HIRACS,HILECTOLシリーーズが,

主機,補機用とLて多数実綴をもって

いる(⊃

日立製作所は,鉄鋼制御システム♂〕

仝ナイ ンタル化を目指していたが,今

回直流電動機の制御装置の仝ディ ジタ

ル化が完成した｡

二れにより,主幹制御のトイ､工計算機

と仝･デイ ジタ/し化レオナート装置,及

びニグ)イ ンタフェースを行なう シリア

ル伝送装置により,鉄鋼制御システム

の仝ディ ジタル化が可能となった｡

仝ディ ジタル化レオナード装置は､

主要満笥二制御部に16ビlソトBPU､メモ

リにROM(6k語)及びRAM(1k言吾)を

使用し,周辺部は一専用入出力装盲宣でコ

ンパクトかつ丁凡庁=生をもたせている｡

制御ユニット♂)構成例を区11に,全

体のシステム構成を図2にホす｡

速度制御のポイントとなるj重度検出

に関しては,パルスゼネレー｢タを用いた

新しい速度検出‾ノJ式を才末梢し,従米の

アナログノブ式に比べ,大幅な性能改善

が行なわれた｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)制御範囲の拡大‥･…1:100

(2)制j卸精度の向上=…･100%速度で

0.05%,1%速度で1%

(3)i牧障診断機能……プラグインの自

+診断,トレースバック機能
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図2 ディジタル化レオナード制御装置のシステム構成
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図3 基本構成例

二れを適用した仝ナイ ンタ/し化コー

ルドミル制御装i貰を､川崎雪望鉄株式公

社水.け製鉄所5タンデムコールドミル

主機に世界で細めて過r口L,.睨/l三上ミ(け

に稼動Lている｡[jトナイ ンタル化レ

オナード装i群は,約150セットを′壬汁製

作中である｡

鉄鋼用プロセシングライン用制

御システムの完成

鉄鋼自動化のニーズ､に了†ていシーケン

スコントローラ"HISEC-04E''を適用し

たプロセシングライン用制御装置を完

成した｡

本制御装置の准本構成例を図3にホ

し,特長を二大に記す｡

(1)シーケンスコントローデーHISEC

O4E''を,設備規模に応じ人側,中央,出側

に対し2～6≠了設置し,DDC(Direct

DigitalControl)一例えば,日動減速停

It二,設偶により人側ループカー張ブJ制

御,炉内張力制御(あるいはカテナリ削

HIS巨C O4E

DESK

CS SJ LED

Sし(S即alLamp)

DCM(DC Motor)

lM(lrlduct【OFIMotor)

MV(MagnetlC V∂【〉eノ

(出側)

STU

(同左)

LEDドライバ

御)など一枚びハントリングの【rI王軌化を

行なっている｡

(2)DigitalASR(Automatic Speed

Regulator)の採川により,速度別御の

l糊付空化を｢安トニノている(ただL,納人先

(1)を隙く)｡

(3)多弔化†う_言り･仁二道装吊STU(Serial

Signal｢rransmission Unit),STC(Se_

rialSignalTransmission Connector)

を抹川L,機能を壌約化する.とといニ

ケーーブル本数のF抑札l二･トの知締Hヒを

lズトノている′,

圭た,本制御装茫壬の納め光は二人グ)と

おりである｡

(1)株式会社淀川製鋼所｢いIl工場納め

CCL

(2)新日本製音栽株式会什氾聾望妄掛叶納め

APL

(3)日新製鋼株式会社岡南製鋼所納め

APL

(4)日新製鋼株式会社阪神製造所堺工

場納めCGL

(5)新日本製紙株式会社名‾.1ナノ石製識所

紺野甲腎臓務､

≦二塁 遜

図4 マイクロコントローラを採用Lた

油圧圧下制御装置

納めC.A.P.L.

(6)Llイこ舶符株∫(三さ什J;(fJモ黎望紙1叶納ダ)

CGL

f‾ト:CCL〔Continuous Color(Coa卜

ing)Line〕

APL(■AnneaIjng and f)ick】ing

Line)

CGL(Continu()uS Galvanizing

Line)

C.A.P.L(Continuous Anneal-

ing and Processing Line)

マイクロコントローラによる圧

延弓幾用油圧庄下制御装置の完成

柾延機ク‾)仙r=-i三卜機鵬をr】iり御する装

‾こビ1:として,マイクロコントローーラ"HI

SEC O4-E”与寸末り人れたH棚卸斗ヒ;i･■■二か′ノL

成Lた(図4).ブ イ-†三ノ旺機†卜1､-r州抑ユ,枇

トー†二進;処.‡.tJの枇吋什壬北を1/り卜させるた〆〕

の各抑制御の中人にイ■い､砧応?汁トか

要求きれるか,1ヾ利子卸装こド=よ;い二′ノL収

Lている純′､---卜｢フ.]-_アノJ▼Jlこ油†1三= 卜

利子卸装iil二･と比/ヾ､応?汁l三に一八､てはいJ

等以上の高応答惟を維持しながノ〕,ス

トアーードプログラムブイJ〔グ〕利∴-､くを′トか

Lて, 卜位のプラントコントローラな

どとのリ ンケージ〃法に融通件をも√J

ていること,ミル泣数叶変制御機能､

ギャップと油満の2ヰこ､ンニて表ホ機能,

零調機能など各椎付随機能の多様化へ

の対応か行ないやすいこと,異常検亡fl

及び異常時保健機能こが充ジミしているこ

となどの特長をもっている(_つ
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図7 菌体)農度の推算結果

図5 連続溶融亜会合めっき設備

亜鉛めっきの振動防止装置を糸内入

檀紙溶融If巨釘†め一一ノき設備ては､い

そうの舐速化,省エネルキー/之リー省溌

抑化プ‾)必要什か高まノーノてし､る 従丸

め/-ノき速度グ‾)高禎化を摺る場†ナには,

ストリップの振動か大きくなる/二め,

めノ1き｢亨ごみの不Jlユノ一あるいはトヤ乙

川変化瀧釘=か急激に増加するち･どによ

り,200m/min以トグ‾)めノノき処fF早速性に

制限されていた(-.二のため,高速化時

にはめ1き丁字.み音別御部でのストリソフノ地主

車わを抑制する米帯グげ‡目先がt望圭れてい/∴

二れに対し非才豪触形杓二殊ストリ ノフ

鵬垂那ガ1卜装荷(日新製封那本土＼三†什ヒ【トンニ

製作一軒グ1さlこ｢止J帥′究)を開発し,ダトーノき装

荷藷i;でのスト■トノー7すム三三的批帖を群ノう以

卜に抑えるニ ヒに成ユ■ノノし/∴ヰ＼托術グ)

柁川に.上り200m./min以lニクJ■亡▲Ji過言ヂ絹虫L日t

釘†ダ)′′きプ)♭ユ通lノ糾↓､⊃れ､上1新巻当別株

ペニさ什こ二実機第1り一冬納入するニ ヒに

ち■ノノ/二r図5■卜.

妃に,■たi速度滞グレノき,少‾トノき厚ふ

削御用噴射オスrlミグ‾)イ氏卜に_上る髄.Jl:i城

少ち‾ビ､木花杓二か一果7二す役`剖は大きく

今後の党旗か対偶三きれる_

圧延機用定圧形沸騰冷却式

サイリスタ変換器の完成

大谷誌サイリスタ変換器の沸騰i脊却

方式とLて,従来一般的てあったフロ

ンRl13を悼印した密閉彬沸騰冷却‾方式

に対Lて､パープルオロカ【ボン系の

特殊J令妹を使用L/二忘三r主形浦川鷺冷月j方
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図6 2′500kW,750V

圧延機用定圧形沸酷冷

却式サイリスタ変換器

〆照

J七を開発し,柱ノ旺機用サイリスタ変模

旨詩に製品,化L7二(､図6)｡.ニグ)JJ‾J(では,

fてナ媒グ‾)州川奄に.よる内=i__1-.舛を｢吸叫丈する

装置を設けているため.1叡閉形と追い

内部J上が常にほほ∵大1も卜占に保たれ､構

造か大幅に簡易化きれる持氏かある

ニグ)i†}ムtjん‾J㌔を托用Ⅰノ/二変換器+土,人

`存量素一了イ采拝=二より従来グ=礼子†ノJ▲式に

比較L50?ノわの部Ii了■致ク)什㌔,域かl※レフれ.

†‾.i細怖か向卜している___ また,電乞i帯

電部とfて‡促蒸1もを了介却する凝縮器部と

を椎言様′､イ7に上り分離し,1五乞i帯電

部のl;〟塵を【メlり,ワた戸澗電1七三ミ不要の省

エネ/レキー一夕 イ ブになノーノている__.

酸素富イヒ自動制御培養システム

の開発

バイオテクノロゾー分野に世界的ち‾

睨恨て･･関心か高ま一-ノている析､微生物

利用工業で_′土産惟向l二と省ノJ化を目的

とした酸素菖化自動制御培養システム

を開発した｢)

微生物培養では複雑で微妙な生化学

反応を扱うため,(1)微勺二物増稗モテ/レ

による歯体濃度グ〕推算r図7),(2)排オ

ス炭酸オ､スの肉体増碑への宗主響,(3)微

生物の呼吸朴性と栄養i悦の消費速度と

の関係などを印j確にL.土東養効率を

撃

10 12

最人にするマイクロコンヒュ【タ制

御システムの開発に成功した｡また､

本システムでは酸素濃度を21～100%に

制御する酸素富化オス通気方式を採

用lノ,酵母培養では従来の2倍以_Lの

岳蔚イ本濃度(120g/いを達成した､､本シ

ステムは菌体生産をはじめ､抗生物質

や利かん別などのご土産に適用可能で

ある｡

中華人民共和匡l向けポリエステ

ノレプラント用機皇器の納入

1ト∴製作戸Jて一ては､先に≦滝≠彷株士(会社

と共l占Jで【l】華人1く共和匝け吏術進Il総公

HJから′受注L/ニポリエステル連続重で㌻

7■ラントのうち,棒形重合一缶･を含む重合

設備一_ぺをこのはど製作し,納人した｡

本設備は,年産20万t という単一一工

場とLては世界最人の規模をもつ最新

鋭のホリエステル製造プラントである｡

本プラントの機器は､日立製作所の

豊富な経験と最新の･技術が採り入れら

れ,鋭意設計､製作が行なわれた｡

特に横形重合缶(図8)には,高温度,

高純度,高真空卜で長期連続運転に耐

えるよう,Rカニ製作所で開発Lたイ言相

性の高い特殊な軸封装置などか一束用き

れている｡
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図8 二軸横形重合缶

重液導出路

軽液出口

＼

重液入口

(⇒駁

重液導入管 /

/
軽液導出管

重液出口

軽液入口

/

図10 大形脱モノマー装置

∨リンク

/

/ノロータ
/

軽演壇入管

図9 新形遠心抽出機｢日立ウルトレックス+の構造

塩イヒビニルフイルム用プラズマ

処理装置の開発

比化ヒニ/しフィルムを,什しi∴.卜′ラス

マ処雌により,フイルムリ+に丹まれる

吋竹什グ‾)ね如格付のl;ガ1卜､枝村･′1モノ‾)改

‾よ三･粁i‾に防l卜件の弧り一ち､とか子さぃノれる

ニヒか分か√-ノており,従水r.土バ･ノ十ん一

J〔に`上り処伴Lてし､た.ニノ)たひ‾.仁i

越化一上戸11菓株J-(三さ什と放い+て偶発Lた

連続式帆fJ..1_フラて｢7処即装;7fJ.ま,フィ

ルムを人工t小か⊥-ノ上■土てモ槽にや人L､帆

ブノ‖卜7■ラスマ処刑後,再ひ'人1川一に檀紙

Lて取りJ†卜う‾二とが可能左--1牡界でい列

グ‾)ないシステムであり,梢維的な生産

件のl｢り卜か期待できる.っ 表=二その手

要件能をホす⊂.本装帯は､塩化ビニル

表l 連続式低温プラズマ処理装置仕様

項 目 イ士 様

ラインスピード
6､40m./mln

(Max.60m/′′mm)

到 達真 空 度 30×10 3
Torr

製 品 処王里 幅 Max.600mm

製 品 の 厚 み Max.0.5mm

フイルム以外ゾ)他プ‾)【7ラスナ ノクー7†

/しムジ)プラス‾マ.檀紙処j‥【lt､あるいはス

ノく･/タリング,紫外維処碓なと,Fl-‾一乍

柑を必要とするブイ′レム･ノ‾)地祇処f削二

旭川か吋能である__

新形遠′L抽出機｢日立ウルトレ

ツクス+の開発

従水ノ)遠心仙川俄に比/＼∵,摘J‖能

力で約30ウゎ叶+処J晰巨ノノて･約200′｡州ノJ

什能与手工去る桝形遠心仙｢†1機｢【一寸､｢.′ニウ′L

トレソクス+の開発を1L了L/∴

二の装;2三】ニグ)特上主は,しトーク内に従水

叫司ノL､多イL円筒に代わり｢りノL､Ⅴ彬リン

グをr/小歳L､隣接するV彬リンクー‾とジ､)

問に｢り同ノJ‾向のスリ･ノト冬作三城させて

いる｡Ⅴ形リ ングはl【】f川壬物かスムース

に流れるノノ仙にセットされているので､

前述の什能向卜〝)はかに処fl肘川一に州

形物か什れするか,丈は細工-1川寺に同作う

物か′ト成する処f鮒をを拭うニヒか叶能

となり,従来形抽出機･グり即日可能とさ

れてし､た分野･とあいまノーノて,よりJム範

何に越川か可能とな一ノた(図9)こ_J

j亘:rl二,省賓i糠,省エネ′しキ∴の税∴-､･

かごノ抑.-=拙作か♭山戸1二され,1て械ノJfJF■1J一〔

枇鍬､杭′fl物印ノ‾)iプさ斤り柵.【】1,ホリマーー

小プ)イこ純物除+こら･と､へ叫副書j7=り=､1三さ

メしる

大形脱モノマー装置の完成

i-ト｢′二;処作■叶て■｢ま,かメ+て∫州ノトf捌うLモ

/マー装こF-こノ川壬二jヲ芭キ過少つてい/ニカゝ,ニ

ノJ(まと＼ホリ ス十レ ン川ヒ して25m2人

什川上とモノ?---一斗さLi一'トン′′山J丈Lたr図10ト.

j吐叶-,J二買嶋付こ乍ノ)必焚什かL∴+1リ

マーーー小に稚治するフリー-モ/マー‡■壬▼ヰ一

人帖に帆減‾ナる安氷れ1､咄r二.:tごj去り/ノ

/‾ノある_1こ装;iIl一こご土,遠心i馴ヴ主ノJ§ヲ芭機で

プ､ぺてモ7:†ち‾灘付け土机をLとに槻ブ己された

桝彬∫じ叫=恨‾ソ阜を抹川‾ナる二!に上り,

†‡一ごi性グパ址モノマ･-一十1絹巨モノj三祝したもゾ)

で,結締ホリマーで〝′)残紹モノマー一肌

i■んik安](を卜分i･Ⅰ:い止するニヒかて･･きる.

またイこ装詳】:は,モノマー濃性か20〃bを

超える.ようユl域ナ㌣L,一Jて昔処.叩で卜分

な能ノJ与党押するので,塊北屯†ナ後の

ホリマーノ)巾才馴見モノマーーか吋能で,

古家i帆 省エネ′しキー効米をもー什せも

/ノている｡

27



テ 一 夕 編 集･演 算

0
計画者 端末

G710

H8844

H9415

など

図Il ソフトウェアの機能構成

図12 情報の蓄積形式

テ【 タ 解 析
グ ラ フ 表 示

綿 計 解 析

統 計 自勺モ テリ ンク

モ テ ル 編 集

制御システム解析 時間応答シミュレーション

線 形 特 性 解 析

大形計算横

実測値

数変

/rlし/
/

/

電気･制御

制御システム計画用会話形ソフ

トウェアの開発

多様化する利子卸システム日日発グ)ニー

ズに,迅速に対応できるようにシステム

計耐_女托ソフトウェアを開発した〔つ 本

ソフト｢フェアは,図11にホすように,

システム1汁坤‥二必要な各椎の処理槻能

を仙えており,上汁1tl】i布が計算機端末か

J)二れごJの処理実行を要求L,結果を

観黙するということを練りj垣すことに

ょ/ノて,制御対象グ)特性を去わす数式

モテ′しの作成,制御ノブJ七の誘やか行な

える.よ う になノ1ている(=,

ヰエソフトウェアグ)特徴は,(1)5二jこ比

重でグ)配列構造をもつチータを著捕享す

るフ丁イルをもち(匡l==,各円止列の分

離･接でナとい/ノた編集､配列間の演算,

配列断t如ク‾)グラフ表示､統計処玉里など

か簡単に指′+ミできるような言語,(2)回

J′i■‡分析をはじめとして,時系列テー一

夕かご〕数式モデルを求める各桔の統

.汁的なモデリング機能,(3)タブレット
を円いて,同形的にプロ､ソク線L男など

数∫(モデルを入ノJ､フ7)イルに蓄枯･

舶鞋する機能(図12),更に,蓄樟きれ

た数∫℃モデルを円いた時間応答シミ

ュレーション機能,(4)ブロック線同を
北態変数や伝達関数表現に自動変換し,

同i伎数応答,牛引ノト触配置を求める線形

特作解析機能,などを備えている′小二

ある｡

本ソフトウェアは､二れまでに､利

水フラント､発電フうント,電ブJ系統､

28

計算値

激変

+>
＼

(a)データ

ブロック繰回
一一一表現形式レベル

テ一夕ファイル

モテルファイル

利水プラント

モF

拝延機などの制御システムの計沖iに適

用し,計1叫別間･グ〕触純i,計伸ゆ官印勺IFり

_1二に効果を挙げている一

工場ユーテリティ監視設備

"sAVEMAXO8''システムの納入

日推｢=軌巾株∫(仝什久Ilゝ机分‾1二場に

納入した二1二場ユーーテリティl～…7ざ_祝設仙

-､SAVEMAXO8''システムは,従来ク〕設

伯と比率交し､ニjこの上うな斬新な托術を

抹り人れ､人幅な省エネルキーー,省プJ

化放び-亡絹巨ヰく化を確‾､ソニした(図13)｡

(1)マイクロコンヒュrタグ);導入によ

り,1宝九 煉j軌プJ機与崇グ)日勤化逆転を

拙二大L7二｡

(2)分散形プロセス人山ブJ装置の導入

により,各ユーテりティ設備とグ)デー

㌦一,-,一㌦小一､-･一‾八丁

螢磯野-

1も

---システムレベル

---ペ…ジレベル

(b)モデル

タ授′豊は高速多毛伝送方式とし,ケー,

ブルの大幅削減を‾叶能とした｡

(3)CRT(Cathode Ray Tube)及びチ

ータロオ'--の採HJにより,J点単位量な

ど各椎デーータグ)高架約化を閉った｡

生産工場の鮒監視制御システム

たばこ工場における適用例-

姑近の上げた_｢場は, )高効

軒化,省エネルキー化､高品質化,更

には設條投資グ)帆減,イ三船件の｢rり上な

どを目的として､工場【勺の全設備を対

象とする大規校な裡†ナ機能を備えたコ

ンヒュー｢夕による捻子ナ官主:こ税制御システ

ムのや入が行なわれているく)

二のたび,しl立;真望作一昨がしJ本尊完公

社の拉新鋭工場である関内二L場に納入

㌦叩〟㌦}

図13 工場ユーテリティ監視設備"sAVEMAXO8”システム
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HLDIC80E HIDIC80E

CPU CPU
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LP

CR】MT
pTP PTR
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自動倉庫用

POC

x14lリントジ装置x2
H･DLC80システム

I
s,チータフリーウェイ
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ST ST
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図14 生産工場の総合監視制御システム たばニエ場における適用例

を川乙垂;l?

X.2

注:略語説明

GM(グローバルメモリ)

CP〕(中央処王里装置)

DISC(補助記憶装置)

+P(ラインフ■リンタ)

C R(力】トリーダ)

M T(磁気テープ装置)

PTP(紙テ…フノハンチ)

PTR(紙テープリーグ)

POC(プロセスオペレータコンソール)

T W(タイプライタ)

ST(ステーション)

DP【0(分散形フ一口セス入出力装置)

邦

し〆
メ′′

♪

ノー

ど ケノ

J呵■∫′i∫

図15 川SEC O4 Eユニット及びプログラマ

図16 HIZAC

P--250

した,たばこ工場総合監視乙訓御システ

ムはその代表例である｡本システムの

ハードウェア構成は図14に示すように

なっており,システムの特長は次に述

/ヾるとおりである｡

(1)ロードシェアデュプレ､ソクスの採

用による信紙性の向_1二,(2)約1万点に

及ぶ監視制御一亡コニ数を分散形7■‾■ロセス人

出力装置で効率良くまとめた,(3)SPC

(設定値制御),DDC(1日二接計数制御)

を導入し,高一打一質化を図った｡

ご亀
幸

∈′主羞′
薮′娠〒三

二歪ヨ堅⊆ご､て≡;､ぎ三言…‡

産業用対言古形プログラマブルコ

ントローラ"HISEC O4-E”の完成

HISEC O4-Eは,鉄鋼,電力,上下水

道かご-J一般産業に至る広範1沖Ⅰの分町に

過川でき,シーケンス制御と数的摘貴

子別御の仙ラ機能をもったフログラマブル

コントロMラ(図15)であり,その特良

は次のとおりである｡

(1)CPUはマイクロプログラムとハー

ドウェア演算機構を併用し,′ト形化,

■;寸i速処押ノ女び】モ'さiイi吉和(化を実現L/∴っ

(2)制御rTりきグ)高位言語命令を採用L,

電～も技術者がフ■ログラム作成,帽正,

細集及びデバッグをシーケンス【朴二従

いl白二接現場でできる対話形フログラマ

を開発した.｡

(3)プラントのオンライン･オフライン

運転淵j御か可能でシミュレーー1ションテ

バッグや試運転調軽か布端である｡

(4)リモート入汁りJ装【Pl亡油川に.より,

類誌痢数をFljりi域できる｡

新形プログラマブルコントロー

ラ｢HIZAC Pシリーズ+の開発

[トンニ製作所では,マシン制御かノ)ラ

イン別御開とLて小作ラ,il■占機能,帆仙

桁な新形プログラマブルコントローラ

｢HIZAC Pシリーズ+引与H発した(図16)‖

主な特技として､(1)機ノ起一体取付可

能な匙滞形(厚さ98mm)桃造,(2)機械ク)

故障が簡単に分かる芋幹方士〔外√弘牧件

診断機能による俊れた保甘件,(3)CRT

(Cathode Ray Tube)による対満形フ､

ログラミング,(4)設.汁三三でプログラミ

ングできる同i臼機器のオフライン機能,

(5)ⅩYプロッタによるシーケンス作【ツ1

機能などをもっている｡

各機椎の仕様は,P【120:メモリ1

k語､入～寸りJ128ノ∴(,P-250:メモリ2

k語,入出プJ256ノ小+P-1000:メモリ8

k語,入出力1,024一亡プニである(つ

なお,二れらは【l耗｢-】劇中株J七会什

と共同開発した`lMICRO-NESP■'を展

l謁したシり【ズであるしつ
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図19 新形ギヤモートル

｢GXシリーズ+

ぷ

誠遠島東嶺義

緒'
琵泊臼崩崩議追加hT

官員杓瓶叫咄岨ふき
･･こ･ヰ串A..

OHnlG柏

者
嘲車適職由

嘩輸租戦'外

図17｢プログラムリレー+C-40Aの外観

小規模寸幾械制笹口用フPログラマブ

ルコントローラ｢フ○⊂lグラムリ

レー+シリーズの完成

′ト札りこシ‡樅小馴iり御川■7ログ‾ラマフ'■ルコ

ントローーラと Lて,向■1■-】糾｢フログラ

ムり レーー+シリーーース､を1加丈Lた._

′イニシり‥ズは,人=ブJ才品;j′･に村方仁L

てキーーを円じi;/工Lており,■フログラ ミ ン

グ,シ ミュレーションかイ和めて筒中に

できる｡

‾卜な朽1一三は,(1)ユーザーi一言Lリ･に′よる

プログラムか‾吋能Lコ(2)配線はその圭圭

で帖搬入ノJができ創作チェックか簡弓i一.っ

(3)j妙】臼_三小にタイマ,カ｢7ンタなどのモ

ニタりング･変‾むか可能｡(4)山プJリ
レ

ー亡.よソケ･ソトJ〔のた♂〕,ノiこE磁リレーと

SSR(‾'ト;さ､'≠体リレー)いずれも米才子叶能し1

(5)収+‾毅l｢りき帖造グ)ため,配線,様作,

付こノ､1:かすべてF-i了川Iiで行なえる.｢

なと‾であり,人汁リブ′1∴Ⅰ二数40山(図17),

30

一
-

や
:
1
き
野

図】8 HFC-30C 33kVAインバータ

24ノ1】164,〔＼】二の3杵かあり制御税校に応

じて選択できる.｡

汎用中容量イン′ヾ一夕の完成

ますますi-1発化する純々の省エネル

キー･省プJ化に対Lしするたダ),33kVA

までの汁L川中7iFlミニイ ンバータ｢HFC-

30ンリース'+を完成Lた.‥.特に木製.iJ】

は,時間帯やチ節によ一ノて,て京紫‡-1二に

人きな餐動かある十ンフや送風機の告

エネ/しキー化をはじめ,各帥機ヰ城･ツ‾)告

ノJ化を[+自てJと Lてl;日光したものである

(図18)二.

木製■～了】の主な特長を次に述べる｡

(1)PWM(不等′､ルス帖食調)制御方

∫(を採用.｡電独力辛か高く,電動機の

効ヰく放び粘卓わのノミIJて･も俊れている｡

(2)制御巨上川存♂)IC化に.より,一別i捕州ミ･

土主ノ､j==命である:､

(3)慧†;寸なオプションとの糾イナせによ

り,多才壬な応朋制御かできる;

新形ギヤモートノレ

｢GXシリーズ+の開発

lト工ギヤモーlトルは,町子和143勺二かノ)

0.4､3.7kW(7)′ト′存旨二機杵にグリー-ス潤

i廿‾ノノ式を採糊L､杵々のつミ験,研究に

より,[ト｢仁才虫ログ)取付‖/1三形グリース

珊捕-ギヤモー｢トルの柁椰Jを確､ソニL､業

界をリードLてきた.｡ニグ)たび､†酎IJ

環境の改善,あらゆる用途に適用可能で,

省エネルギー,省力化などのニーズに

対応した,小形,低騒音のグリース潤滑ギ

ヤモートルの開発に成功した(図19)｡新

形ギヤモートルは,(1)Ⅰ範小､i蛾過傑作

の什し覧轟七二設計と｢指約低山‖L二により,.モら貞

一汀を従来.TJ,に比べ5～10dB(A川ti械L

たこと｡(2)グリー一スfl∵けけに過Lた減速

機仰の彬北などの析ノ先により,業界紬

グ)7.5kWまで才占∴大したこと,(3)従来-i‾占

に比べ?事績で､ド#J25%,前石二でセガJ5

ウ0のコン/＼クト化Lたニセなどグ)特上ミ

キむ一-ノている､1



図21 プロセスロボット

超′ト形｢Rシリーズ+FRPモールド

変圧器の開発

雉燃什て絶美禄のf.柵什トか11∫いトモー′し

卜′射tこ諾:モノ)1J.了焚かJ一丁り川1十る仰l｢りにある

rI】で,小什ラ化,れエネ′しキーー化,什椛

･グ)多様化〝)要求かゾ卓卜去り一‾ノ′Jある..二

れに二/二えるたダ〕､FRPとfiJ?リHレ ン

ンを仰ff‾了L,1モJli■1キjFjいち･いでモーー′し

卜する+卜.:i‡‾にコンノ＼クトなFRPモーーJし

卜食什け三打図20(b)_+をr‡トJブ己rノた

1こ餐=三拝:壬･プ〉i三ち■1寸土ミをニクこにi二いくる.

(1)従水のし シンモーー′し卜せJ】三拝ニトC

ンリー-て)に比/‾ヾ,杓20(ノゎ(′〆さ仏)′ト什壬

である

(2)Cシリー-てに比べ無こ(‾=lrf拙か10〃〃

帆ざ峨L,■;!Ti効-ヰて化が如にj住ん仁

(a)

-
Y

軌
∃
.

ふ仙

図22 四国工業技術試験所納めCO2レーザ装置

(3)クラ ノク発′トグ)心枇｢士1†くち‾

り,′i坦flイ榊ij‾王Ii二ご土一1て貨ヒl｢り卜Lた

(4)1モノl言-4を=いち･いでモーーーノし卜かそ+二ち'

われるアニ少),柑味な什様にりL′プ;弘亡二

村Lして､きる.

産業機械

溶接用ロボットシリーズの拡大

アーーク揃接作某ゾ)ロボソト化は姑近

拝しく叶川IIL,対敏ワークレト什手車臼雑

跳ん-】かL-J′山人J｢川;.■./】圭で多帖にわたり,

ロボ･ソトに上る′卜推形態も従水プリヾ:l呈:

′卜稚かト､ノ多仲′卜J)た/＼と坐化IJてきた.

エソJ十う勢に対処‾寸‾るた〆〕,ロボー･ノト

グ)シリー-てを船人して畦打存･ノ州王うJユニい二

(b)

図20 超小形｢Rシリーズ+FRPモールド変圧器(三相,300kVA)

〔(a)従来レジンモールド変圧器,(b)FRPモールド変圧器〕

--てにこたえ⊥')れる.土うにした(図2l)

打ち1J.士､汁ノ之什壬とL′二11榊1155叶･か-､ノ

ブ己ノニッ)フロセてロノト･ノト亡二,7'--クi･7さ

柁川ヒしてジ‾)怖絹巨允′j三/壬･Ⅰズトーノ∴1叶琳

的にも トノ■7レ/く′し浩払1.】,とし/ニイ‡2

は,センサキもノノたアロ1シ】ト 1亡ニ

ノこ汁心了川ラキJJlレ∴ 超人什三部.1/t対応L

叶了把とした.節3は,プロセスロボ

ト ヒアロス〝)小l‾ヲ‖機仲夕問ヲ芭L,地J】J

分与汁を虹に帖人Lた.打ち4にロボ ノト

別ホンシ≡j十グ〕舵叶二化キ打ち-い,仙i日

米Lこ一一一二を弁才)/ニシてテム叶丈り圭 ヒ少‾‾〉休制

与件_､ンニした._､

CO2レーザ装置の開発

1モ械jこす,.沖三枚分捕柑〝‾)音別‾攻･U+桝

プチチ～処印加Ⅰ二｢土,従水`lLこ1t7--クやノーにJ′･

ピーームち･ヒ‾により′た川化されてき/二か､

壮丁卜,レーサ光に上る仙Ⅰニイ叶たがバ淀ん

とち･/ノてき/∴ その11｢小ユ,さプさ才簸でr･土

小きい井川三甲川帥仁】で盲糾トi生しみか稚く絞

れるニヒ,り+附トこ'はり+梢のラブモ少化とリJ

附川t桝i性の巾l-_,メテナし処叩は部分ノこ【｢l川上

入れか叶f抵などである.､

l+仁;卓望n三巾では,人7手;-川手JJこ恨か乙

レーーサブ己すム主旨注を桝`兜L､■れi馴如允什三レ

l---サ装;i･l,:ノ)2--5kW系列をノノJJ丈!ノた..

その特徴は,放′lLこ竹内にIt■7i油ノ)盲比ナナケ

スrCO2･N2･He)を流Lて附加JJ起Ll

そ･グ)州立J訪佃りに妃Jlこ批器としての純々批

L;√こし,1■長門のレーザビームキ柑るもの

である..

図22に,仲=り1二業+‾左肘.式牌I叶糾ダ)5

kWレl-サ装;i′-:を′j七す′､
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図23 1クランクケース10シリンダ超高圧圧縮機

大容量超高圧圧縮機の完成

二のたび[トンニ暫望作才幹は,ブラン′し阿

ホリすレフ イナス什r小ナ瑞Jtホリエチ

レンご与望j韮プラント川越■㍍J‡三=三縦機2fi

を1山ノ丈Lたり

ニグ〕う ち11∠=.土,1iこi:fのクランクケ

ーーてに10rこi;fのシリングを取り付け,人

ナさ‡ti二俄にもかかメ〕⊥､〕すす小吉什巾捕手をコン

′､クトにLている‥ 述虹†仁ノJは,3､165

k㌢ノcm2と【Ⅰし界拉■†1占レ/くルで,(l■.り汁j一油菜

純に汀･一化装こi一'-リ之び内職描1卜介を設;‾i-■こL

し,付†ミノ､リキンのん:=命ク)づ畦上主と強度

･ノ川り卜を卜対一-ノてしゝる

イニイ鵜グ‾)ノノこ戊により,ノト綬i祉外(けに虎

f【1小=でグ‾)人7妄…f呈二【7ラント川越.吋〔トf‾三言端

恍グ)′乏汁か柑け1三きれる..

図23に､1クランクケース10シリ ン

ダJ)′払t一石=三上i三縦機を‾′+七す=

新形ドライスクリュー圧縮機

(日立-SRM圧縮機)

社勺二,‾Ⅰ二場の勅プJi咄である?た1t拝端･i

機は,環描似汚,省エネルギー,省ノJ

を凝ね伯え､かつイ‾.‾摘州三の高いものが

紫求されている｡U､工製作所では,二

のニーズにこたえて新斤ラドライ スクリ

ューイ仁紡機を1こ成させた(図24).っ

この析けラ機は,従来グ)ドライ スクリ

ューー†仁縦俄に比べて二人のような特上主を

もノーノたうE仝ハ∴ソケーーン形オイルフリーー

ト仁縦恍であるr〕(1)仙_l二枯性グ)優れたホ

ブりJり川1二｢をロータに′採用して,効や

で1一㌧2%I｢り卜させたく〉 アンロード特
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図25 LPGプラント用遠心圧縮機
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ペニ三男≡だミをだ芝∧き≡≡望

''芯;≡二ご:ん′､､､∧､､W･､

図24 新形ドライスクリュー圧縮機(形式SDS21A)

什は,軸動ソJで20%仙■J.ikL,｢:一方幼年を

同一-ノている.こ,(2).E騒‾】･tうこを75dB(A)にL,

帆lち打干化を【』っている｡(3)ベアリング

も‡百計を3七5,000時間にノ旺ばL∴如に†.言

抑件のr｢･]上を同っているL〕(4)器E‡=呈二城を

6,000m:ソh圭で拡大Lている.｡

+PGプラント用大形圧縮機の完成

一丁代田化二｢建設株式会純一六=ナに,

LPGプラント川大形J令嬢′円=三縦機2セ

､ソトを1こ成し,ニグ)たび納入L7∴ ‾1こ

機は二つの中間【吸jムノズルをもった水

二､l(分1刊形遠心J仁紡機で,オ■スタービン

により駆ヱ勒される(図25)｡

木機の特長は,3ニ欠J亡羽根卓を採用

主r､領

し,拝右端機の小形化,満効率化を図っ

たことに仙+え,サMン点かJ⊃チョーク

ノ〔'天王でのJムい運転制御範囲で,規定さ
れた仕様を十分満足する性能が得ノブれ

たことなどである√- 二の柿のj甘凍絹江

縦機は,プラントグ〕心臓部とも言うべ

き役割を.1iめ作了氾千川も含めたifい､イ[言

束け｢牛か要求されるが,本機の完成によ

り,二の柁J主縮機の需要及び大作ラ化の

要占f与は,今後ますます上円大するものと

思われる｡

主な仕様は,二火のとおりである.っ 岐

込み圧力:101,3kPa,吐J†1し圧力:

2,258kPa,取根し､流呈(ガス):449,200

kg/h(プロパンガス),回転数:4,670

rpm,動力:17,000kW



甥学監表‾羨藍ゝ､モ､.〉も琶

此≡き､変転′､麺ま護
此ア

細

(a)モートルー体形

儀

図26 工場試験中の省エネルギー形可変速ターボノ令凍機

図27 高温度出力吸収式ヒートポンプ

省エネルギー形可変速ターボ

冷凍機

乍調用省エネルギー機片詩の聞手邑に対

するニーズ､が高まってし､る｢中にあって,

従来は圧縮機の高効率化,i疑縮器朋高性

能伝熟管｢サーモエクセルC+(日立電線

株式仝手_ト臼､工製作一昨二精一汁)♂)す末梢な

ど,コンポーーーネント効ヰi･グ川り卜による

ターボi††凍機の告エネ/しキー化を,進め

てきた｢,今【_叶フこ成Lた省エネルキーー彬

可′変速ターボiて㌻i心機イ図26)は,従水〝)

コンポーネント効ヰけ)1｢り卜に〃‖えて逆

転効率のけ1j上を同一ノた餌エネルキ∴一機

で,外気ブノ.,‡▲度条件を検山Lて柾縦機の

回転数を2f貨隅に-りjり抱える二･とによ

リ,低J主力比時の運転効率を大帖に改善

することができるr〕イく椋竪を抹川するこ

とに.より,2,000RT維グ)-f=H]抽糸たう割臼三

機の域ナナで,中一Fり約10-､15仏〃の述帖総

官1～か節群Jで.き,⊥呪/l三[=訓勺外でJ帆澗に様

卓川1である.こ

高温度出力吸収式ヒートポンプ

の開発

フロセ乙〝)告エネルキ∴化グ‾)ため,

峨収J〔fてナ袖機をと=トホンフとLて仙

川する-J締りは一i_坦+こかJ〕あ一-ノたが,収.【トi

Liんi▲水の‖=]ぎ.一山空は,帥々の制約かノ_J

70～75℃二千■】り空で,プロセス川1熱f口とL

てはf.■..‡_低か帆く,‾如にil】Jii占.し圭で汁i.■‖しで

〆
〆

(b)モートル直結形

図28 省エネルギー形汎用遠心ボンフ

きるシステムか望まれていた‥ 二の一紫

J忙にこたえて,30てニレ〈こルグ‾)iJ.川卜水か

ノ)熱を【LJ川丈L,50l‾二〆)f′‖1▲水を92て__二王で

汁イJ‖いう､る砧f.■..し性JtりJl収+丈J〔ヒートホン

フを開ヲ己Lた(図27).､イこ樅亡ユ,【トンニ独

自で開発した多f見破収式ヒートポンプサ

イクルにより,-て■古i.■‖1_性川‾ノJをり三一呪Lた

もので,‖及収Jじヒートホン【7で川り丈で

きる熱…-i二が従米機にJ七べ1.7†.･†に+1J一川11

L,‥l】榊j【′】(Jな行エネ/しキー則り土か子ミトノ

れる′二.圭た,f.■‖しj非水ゾ川lい空カ1､▲か一ノて

も,省エネルギー一利米かきトエビ､ナ械少L

ない制御システムい11川､fにJ王Hヲ己L/∴

主な用途として,ボイラ糸丁‡水川櫻し､f)L

枠用f.■..し水仙熱などがあり,/｢綬帖J上い

分ヒ叶(＼の過J月がユリj子1三される..

省エネルギー形汎用遠心ポンプ■

の開発

一般紙水川,?:モ.訂削1JなビIl】【1りムい川/迩

にイむ用されている汁L梓川1巻ホンフに一‾ノ

いて,二鰊モートル即刻グ)小形申≠:1ミニで

砧効ヰミ化,帆岱削■1二化をトズトンた11■1吸込遠

心ポンプを114機仲にわた一-ノてl妄り発し

た(図28)｡

本シリーズは,什能何ではコンヒュ

一夕を駆使した最新の水力設計法に

より,ポンプ効率で3～10′㌦,J‾馴l■㌧を

10～30%けり卜させた1叫雅りrTてJなもグ)であ

る｡fナわせてポンプ中川のモーートルも

開発し,二輪で川村小脆ふに大帖な腿汀

帆ゞJ【ikをLている｡イ構造巾でも†米√丁の?f
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図29 4′20(〕tノ//hバケットホイール式貯採鉱機

坊ち-バLノ ブフ/しアウトん‾J-じで･抽J寸糀に

(･上メカニカ′しシールをす采川rノ､柑門も

羽根車を青銅製で軸ステンレス製とし徴

収Lた上主ん‡イ■†,言ユ.汁グ)桃李望.㌔Jlである.以

トグ)′上うに,イゝ;出.1いま1打場の虫帥JをJ-∠

咄Lた告エネルギー,帆ユ娼■･1∴ 上主プ､J主命

去軌1～-で､/｢綬のプ.言安叶りヾが柑J待できる_.

物主充･運搬機械･

建設機械
中華人民共和国向け

鉄鉱石中継三巷積知設備

小一帝人1亡共手‖llミl交通部Irりけグ)越.言+.i貨

仰=土,すべてグ)納入機汁芹の才肘寸けを1こ

イLJ九/†三.言Jじ逆転.渦ヤた小である(図29､

30)｡本設備は,.l二海宝山製鉄所向けの人

Ji二三I!辻料輸送榔iのブ械槻放び小作細;卜＼ゾ)付そ

作えに川いノブれるもグ)であるノ ンーーバ

ーースノノ⊥〔の陛指げ妓び船も■り■川トヒlけ鉱

ヤードを結ふコンペヤ,ノ之ひ､連結川憎

怖か円上‾;;∫‡されてし､るく_;

設イirifグ)_L要恍昔旨とLて陸才坊機(2,100

t/h),船柿機(4,200t/h)､ノベケットホ

イールJ〔町探鉱機(4,200tノ′′h)終2Tご∴

ノ之び/ヾルトコンヘヤi設イ備,ノヱ変て五設仙､

l′1土軌適イ‾i言通読.設備,ITV設備,環1まHちさ

汚設鵬,r糾御門Jコンヒュ一夕.設備各一一

Jぺがあり､午l言jJ鎚こイ川文枝いE-を1丁▲/Jt

の了指ノJをも一-ノているり鉱イl-のフローーは

8柿印グ〕抑イ干せか′活1け仲間されるか,

う雀搬紙上格の途小にサーンビンを設けす,

全休がコンハクトに1汁l叫されてし､る本

34

図30 2′100t/h陸揚機

.設伯ては,
ま タ イ ミ ン

川J.i+コ ン ヒ

川伴斤Lフ､ム

ノている_.

1没伯などと

/ヾルトコンヘヤをi-.千維グ)圭

グ‾よくイfち･う必要かあり,

1-一夕に上 り帥ヤク‾)1古糀モ

ーズ‾に子J二ち‾わせる土一=二ち･

コンlニューク設伯+土,地ナ.三

ヒもに小火抑J御1iに当主小的

に設iこ一t】:きれ,
.‾子二川【ijl千体グJ総√㌣的ち･り三:ざ.視

ノ之ひ■指1ナをも子fち‾うと と もに,.言行設仙j

シ‾)作業｢享L鎚,人山榔i.言+紬,鉱イⅠ‾人J‡i:1壬二

記純などグ)･lllli槻符叩も行なう 環J滋似

善一没愉とLて,i妊水さ/Jリモノ之ひ'粉俸の蛸

7托を｢;ガ11二するため,怪す祐機な･どの不多主軸

機イ城には機_卜にl■牧水設伯を設け,ヘル

トコンベヤには衆脚部や駅動部に散水

/女ひ'り三塵装‾;ぎfを,重たバースでは味北

沖装i#を,ヤーーートでは放水設帖をそれ

ぞれ設けてガ仝キトズト1ている.｡

高･性能自動倉庫システムを納入

妊fl二,勺工程二l二村rぎi+に設けノJれる小指J

′‾川モクう需安が州大rJつ一‾ノあるが,しh三

岳望fl三析は,拉析のエレクトロニクて寸土

術を浦川し+､形高作能で帆コストの【′1

励右手峠システムを納入Lてしlる(図31)

ニプ〕精子放は二jくのヒムりである∴.

(1) てタ･ノカク レ･-ン,コ

･1tなどグ)r別御にヤ川マイク

ー一夕をイ射口L,筒中な/ト一

利1､みで㌻わせるニヒに.より,

｢′1軌供給など,拭什作グ川り

ン/ヾヤ,ム il

ロ コ ン じ 二J_

卜r17ェアを

ノ､レ ソトノ)

卜を卜文トーノて

いるっ

(2)†㌶号仏道ノブ▲J〔として[+､ンニ独l′t(7)うと

を他一-ノた装;詫を用い,イ._捕!竹三,恍寸作

グ川り上と騒Rニグ‾)什t卜を凶ノ1ている‥

(3)総f㌻電機メーカーとしての特′汚を

′とかL,HITAC Lとのリ ンケーンを

はじめ,機器の制御かごフ/1三J車管理シス

テムまで--妄■1‾したシステム作りを行な

っているく｡

熟塊自動搬送システムの完成

省エネルキーー化を口約とLて,連鋳

工場かJ〕連続的に抽出される綺Jl‾を分

塊‾l‾_場の力‖熱火†りニタイミングよく装入



≒仙､ぺく､′ヱ,､繋一 ㌔翔還搬､､､′

, ふ･望 γ､

､､嶽
叫

毎述､､

漂照美

重義瞥､軒ゝ
∨′濾

､′漁､泌㌧しヾヽ
訪㌧†L㌔一

､′…､こむ-¥さこ1㌣

､r戦ご
区131 自動倉庫の周辺言安値

きせるためのシステムを､/㌻トーー1,休J(

会社神ri製圭j欄所仲1i暫望紙巾斤か⊥､フー乏=三

L,`ノこ戌Lた(図32)｡,

ニのシステムは,杓11.3t,900てこの

鈍什を,れ170m離Jした分塊Ⅰ二J湯に省エ

ネルキ∴-のために1;爺～7】ん岩を最小限にL

て搬送するもグ〕で､j単純側ロ=ラー,テ

ーーブルにより道ばれた拭けを柁械機で

′受け耽り,J也卜8mの烏1■ヱトのfi巾に

械せ,l祥械機グ)筒巾まで-7ヒ行L,降械

機によ り分塊側ロwラテ】ブルに略

すもグ､)である._.二〝)･挫作は,1モ‡′1軋,

､f仁r二1上靴,千王軌グ)‾一二/ノダ〕いずれかグ‾)ノJ▲法

で逆転か吋能になノーノてし､る.二.

新形コンテナクレーンの開発

コンテナ何役グ)人?主【Ⅰ呈二化ノ之びた⊥占油化

に什い,上恥どiでコンテナグ‾)荷役を行な

うコンテナクレーンの■;一丁i効ヰ化か要求

表3 コンテナクレーンの仕様例

項 目 仕 様

ウ

ツ

ス
一
ア
バ

リ
ー
巷

‖黄

些
走

テ ナ 荷 重 3卜5t

ン : 151†1

ト

ク

トフ

リ
ー

チ

[

35m

亡議書-トーー…ラ=
‾‾‾‾‾丁盲蒜

上 速 度

行 速 度

伏 速 度

行 速 度

45m.事10rTl′/mln

150m mけ1

5mlrl片路

45mノm

図32 熟塊自動

綿貫送システム

賢

●

惑

､､～～､､ヽ

●鞍●W
書､W

准

図33 新形コンテナクレーンの全体図

きれている｡エソ)紫求にこたえた抑什ラ

コンテナクレーンをIjりヲ邑し,その1リー

機を二村ヒ王水ーートランド粘i;′リ.Jに納人L

た(図33)._)そグ)主な三け上主は次のとおり

であるrl重た,幸な仕様を表3に′Jミす｡

(1)ブームカ､､--ダ部に､三f引晰巾のノ＼

イフ‾トラスイ瀧造をす采rl】L軽巨-一ミニ化を｢朴)､

姓礎仲弔を帆i械きせるととい二,各仲

山､ヒ

ノlに卓仰望グ)7i王ti二を肌ゞ城させた._.

(2)トロリ仲Il二後5秒で,つり仙･プ‾)蹴

れ帖を5cm以r人jに抑えるi〔引､牛能批∠し【ト

め装iil【■二を柿くり付けた(｡

(3)似`､ト∴】二検♂)簡妨化をトズトノた〔

二れ/〕の特上主をもつ新形]ンテナク

レ=ンを,二れまでにで十方｢5fi納入L,

税/】三6T乙;を製作中である√〕
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さ+〉〟ンて..｡

図34 ニュー側7毒掘フロント付UHO25油圧ショーヾル

ミこ＼ ＼

負荷装置

二諺≠

ミさ､､

の

ミここ

匡136 変速操向機試長検装置(単体)全体図

多様イヒニーズにこたえるさ由庄

ショベノレの開発

仙=三ショ/こルは,-‾､ド野部から山｢去り部

や帆f=也イてト＼,_1ニイニノ建築工事から鉱山,

仁号外紫はかへとその川遥,稼働光が拡

人Lつ/‾ノある__,

Ⅰトンニ裡機体+ぺ仝引二では,二れらニー

てのJユこかりにこたえ,ロングワイドの

址川l)を仙えてil+い､安1上作により作業

能ノJを】l-7jれあるいは軟づり他作濃什をユ浅

く LたUHO7IJC-5(19.2t),UHlOLC

(26.Bt)､UH14LC-2(39.4t),flflロ三シ

ョベルで姑肌グ)接地ト一三臥18kg/cm2を誇

るUHO25M湿地ショベル(7.8t),日立

独自のリンク機構をもつ作業機により
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蟄

図35 シールド掘進機位置管‡里装置

駆動装置

＼､§
よ＼､､

≠:溜

鞄
ミニ､､

負荷装置 ヽ＼

供試変速操向横

子こここここ
､＼ここ＼､

〔訝

ミミご

管埋設工事の能率向上を果たすUHO25

側溝掘機(区134),ノ女び最大2tつりの合

法的クレーン作業もできるUHO4-51タき山

J(クレーーン々それ′モーれIii〃己L7∴圭た,

～祉外グ)れイ1‾川l鉱山什半丁∴=ナにUH30E′.鑑

動ショ/ヾ′しr76.5tJをいjH発Lた二.

システムイヒ進むシーノレド掘進弓幾

の開発

部心の地トトンネル才肘川に†射‡Jきれ

るシーールト掘進機は,妊f卜す支術偶発か

ぶ､速に進んでJiり､機イ城仙しじノ‾＼7ノ転根

とといニシールト1`.Jドアノ胞_11;押壬与圭で

キめたシステム化ク)安士距か■瑞去ってい

♂排気

虚

る｡【1､二仁埋機体∫㌧公什では,f氾十加1土

∫じ,淫さ閉小一一書三J〔,fJ占水仙r‾‾F三∫(などの適

用上′ぎ'至の広い縞能ヰくな機イ城掘りシール

ドの偶発ととい二､一寸二Jl三i汁を使Jl】して

柑進中に【'1動的に-りJ+)Jの安左を保つj主

脳=勅制御システム｢ハイラlソク+をは

じ♂),掘進暗に東込i■_‾i三人及びi二i三人管f里

を=刺J的に了J二ない,掘進後の地盤沈‾F

をド山卜する【′Ⅰ動衷込拝入システム,掘

進帖グ)シーールド位‾こ琵の計巾精練からグ)

ずれノ女びノノIh‖l筈jl二後♂〕予想シーールド位

吊を一;_蛙越にナイ ス■7レイ太ホL,施二L

机性を】｢り卜きせるシ=ルド位帯管理装

置(図35)などを開発して,仁こく顧客ニ

ーズに対応している｡
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匡138 シーム部における底面エコーの〉成衰

カiイクラペリシタ緬鳩

図37 スパイクラベリング試験機(室内台上試験機)

表4 シーム検出装置仕様

項 目 イ士 様

検出対象

銅管仕様

検出装置

仕 様

ロロ 名

温 度

回転速度(ターニングローラにより回転)

検出精度

センサと鋼管との空隙

電 縫 管

常 温

周速0.5r†1S以下

シーム部溶融部を中心とLて上5mm

lml¶

試験･検査設備

防衛庁技術研究本部納め

変速操向機言式験装置の完成

このたび装軌卓山用変速操向機の子i

上試験装置(図36)を完成し､l妨街庁技

術研究本部第円研究所へ納入Lた｡

本装i削ま,路血走行二状態をシミュレ

ートして,厄進,変速,操向,制動,旋

回,登+反及び降坂ご状態などの各椎試験が

可能な画期的な装置である｡計測データ

は,60項目同時処理が可能であり,被

試験体は,変通操向機単体及び卓械の

いずれのこ状態でも試験が‾=J能となって

いる｡

また,本装1i7こでは,エンンン単体の

件舌鼓試験もできるようになっている(〕

本装置で試験できる能7J範卜珂は次の

とおりである｡

(1)中l帖琵Eri二:13へ-50t

(2)り叫臼:3,500mm以卜

(3)スプロケット州立三数二750rpm以‾卜

舗装路面摩耗試験装置の開発

二のたび,北i毎近間発局土木言式験所

内けスパイクラベリング試J験機(1ミI勺

fi__L試験機)を開発し,納入した(図37).｡

+い毎追などの雪国では冬李白動中に装

ポしたスパイクタイヤによる舗装路向

の損傷が甚だしく,路｢如の補傾が大き

な負担となっている｡本機はこの舗装

路伽の摩耗刈`策研究の強ノJな武器とな

る｡直径2,000mmの回転汁り板_Lに舗装

路耐の供試体を柿くり付けてhJl転させ,

これに実lトキ=当の荷二･罷をかけたスパ

イクタイヤを転がL,快才疑走行にユ

リ路耐の†賛耗北枕を観察するもので

ある｡

二上な仕様は次のとおりである｢_,

(1)卓越:10～40km/h,(2)タイヤ荷巾:

200～500kg,(3)タイヤ軸トルク:20kg･

叫(4)走行中線シフトも主:±50mm,(5)油

圧駆動による遠隔逆転ノノ式の･抹川

電話達管シーム検出装置の開発

-‾に縫符シーーム=プさ接瀧け)イ∴柑什.Jし験

とLて,水ノーI÷ふし験や超■十兆す策似`iJt快か

行なわれているか,これ⊥､ノク).;∫し快キイー+二

なうに当た一-ノてシーームを1叶1と†仁こi一にセ

ットする位;i--一三でナせ∩三栄がある.ニグ)作

業をI′1勧化するためシ

発がし苧まれていたが,

超汀兆を刷哨したシー

-ム検/=旨三吉のl糾

ニグ)たび,ノーにfi品

ム検J上1斗妄ii一■】二引i‡:J

発した__.

本装E引ま,図38に′J七す′ようにノi=に磁′出

-た▲池グ)J射Jliエコーかシー1ム部で肖‥Lく

減衰する規範を別川Lたもので,従来,

検出l封難‡とされていたシーーム郎炊きな

まL処理i巧みク)鋼符でむ検Jfl可能であ

る｡また,`lとこ磁超‾■･∫1二披を利川Lている

ため,非接触検Jllか叶能である._J

表4に水h三試版ライン用シーーム検出

装置の標呼ミ仕様を小す.′
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